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は じめ に
本稿で は, 前稿1 )に 引き続き機械技術者の専門職団体で
あ る機械技 術者協会 (the lnstitutio n of Mechanic al
Engin e ers) (Ⅰ.Mech.E.)の1935年度選出準会員(Ass ociate
Me mbe r) の教育 ･ 訓練歴の分析を行う｡ 1935年度を選んだ
の は , 1913年に導入され た試験が定着した時期 (実際は 一
定年齢以上の者に は試験免除の抜け道があ っ た) である こと,
教育 ･ 訓練の 時期と第 一 次世界大戦の時期の重なりがある程
度さ けられ る こと , 1923年か ら始ま っ た , 教育院 (Bo ard
of E duc atio n) と機械技術者協会の共同に よる機械工学の
National Certific ate(全国修了証書) 試験 (夜間定時制コ ー
ス), Natio n al Diplom a (全国デ ィ プ ロ マ) 試験 (全日制
コ ー ス) の利用状況をみる ことが できる こと に よる｡
今回も, 前稿と同様, ロ ン ド ン の機械技術者協会の 資料
室(Archive s) に保存され て い る新規 (昇格) 会員の資格審
査資料を用い た｡ 1935年の 時点で の準会員の 資格要件は,
｢25歳以上で , 機械技術者として の資格がある者で , - - 準
会員試験ま たは - - ･ 他の 免除試験に合格して おり, か つ ,
(a) 機械技術者として の正規の訓練を受け, (b) 機械エ ン ジ
ニ ア リ ン グに おい て十分な実践的経験を持 っ て い る こと右･ ･ ･ ･ ･ I
証明で きる者｣ であ っ たが , 抜け道として , ｢33歳以上で ,
上述の いずれ の試験にも合格して いな いが , 良い 一 般教育と
科学教育を受けた ことを - - ･証明で き, エ ン ジ ニ ア リ ン グの
科学または実践にお い て責任ある地位に十分な期間就い て い
た者は, 準会員試験の 一 部 へ の合格, ま たはそれ に代わる - -




デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の概要
まず, 機械技術者協会の 会報(Pr oceedings) に掲載され
て い る会員等の選出者リ ス ト で , 1935年度に準会員に選出
(昇格)された者の 氏名と選出年月 日を拾い , 個人別デ ー タ
ベ ー ス ･ カ ー ドを作成した｡ 次 に , 会員選出審査の ため の経
歴付き候補者リ ス トの1934年度と1935年度の合本(Propo s-
als fo rElectio n a nd Transference, 1934. 1.-1935.ll.) 杏
使 っ て , 先 に作成した個人別デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド に デ ー タ
を記入して い っ た｡ 記入したの は, 会員種別, 生年月日, 逮
出年齢,~ 一 般教育 (学校名, 入学 ･ 離学年齢, 在学期間, 荏
学時期), 専門教育 (有無, 学晩 学位名, 学校名, 入学 ･
離学年齢, 在学期間, 在学時期), 実地訓練 (有無, 開始 ･
終了年齢, 訓練期間, 訓練時期), 準会員試験合格または免
除, 養成タイ プ, その他 (職歴, 準会員選出資格等) である｡
必ずしも常に完全な情報が記載されて い たわけでCまな いが,
リ ス ト に は, (1) 一 般教育, (2) 技術教育, (3) 徒弟訓
練, (4) 職歴, (5) 準会員選出資格の項目順に記載され て
おり, 情報は比較的豊富で あ っ た｡
会報 によると, 1935年度選出準会員は, 準会員選出(A E)
が207名, 準会員昇格(A T)が125名の計332名で あ っ た｡ こ
の 内, 1935年度と前年の1934年度の審査資料 (1年前まで
遡 っ て調 べ た) の 範囲で デ ー タ を入手で きた者は A E が195
名, A T が124名の計319名で あ っ た｡ こ れ ら の内, 外国人ま
たは専らイ ギリ ス本国以外で教育 ･ 訓練を受け た者17名
(イ ン ド, ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド, オ ー ス ト ラ リ ア , 南ア フ リ カ ,
カ ナ ダ, バ ル バ ド ス , エ ジプ ト, ビ ル マ , ドイ ツ , ポ ー ラ ン





生年 (年齢) A T A E 計
1877-80(54-58歳) 0 5 5
1881-85(49-54歳) 1 4 5
1886-90(44 A 9歳) 0 28 28.
1891-95(39-44歳) 2 44 46
1896-00(34-~39歳) 8､ 68 76
1901-05(29-34歳) 51 3 0. 81
1906-10(25-29歳) 57 2′ 59




上述した よう に , 機械技術者協会の附則 (1931年改訂)
に より , 準会員に選出され るため に は, 25歳以上で , 準会
員試験に合格するか, 学位試験等の他の免除試験に合格して
い る ことが必要で あ っ た｡
1935年改訂の ｢試験規則ならび に シ ラ バ ス｣3) に よれば ,
準会員試験はA部門, B部門, C部門の3部門から構成され
て い た｡
A部門は, 一 般的, 科学的知識 (the gen e r ala nd s cie n-
tific kn o wledge) の試験で , Ⅰ 部 ((a) 応用数学と(b)物
理 ･ 化学の 2科目) と Ⅱ部 ((a) 英語小論文と工業経営原
哩 , 又は(b).近代語の 1科目) の計3科目 (試験時間は1
科目3時間) で あ っ た｡ 1935年選出の 準会員の 大部分に適
用された1924年改訂の ｢試験規則ならび に シ ラ バ ス｣4) で
は , Ⅰ 部の 2科目と並ん で近代語が必修で あ っ た が, 1935
年改訂で選択に された｡ 近代語の代わり の選択科目とされた
Ⅱ部 の英語小論文と工業経営原理 に あたる内容は, 1924年
改訂で はC部門の Ⅰ部と Ⅱ部を構成して いた｡
B部門は, 技術的知識(technic al knowledge) の試験で ,
(a) 機械理論 ･ 機械設計 (試験時間4時間), (b) 材料の特
性と強度 (試験時間3時間), (c) 選択科目 ((1) 蒸気･ 蒸
気機関, (2) 内燃機関, (3) 水力学･ 水圧機械, (4) 電気技
術 ･ 電気機械の機械設計, (5) 冶金学から1科目) (試験時
間3時間) の 3′科目で , 1924年改訂と同じであ っ た｡
C部門 は , 実地訓練の 期間に 獲得さ れ た実践的知識
(pr a ctical knowledge) の試験で , 作業場の組織と管理経
営に つ い て 3時間の試験が行われ た｡ こ れ は, 1924年改訂
の C部門の Ⅲ部 にあたるo
A, B部門の免除試験と して , 工学学位や準学位 5), 港
軍技術将校試験 (Lieute n a nt(E.)), 海軍兵学校(Royal
Naval College, Gree nwich) 艦船建造専門職証書 (Profe s-
sion al Certific ate fo rConstr u ctors), 民間 (土木) 技術
者協会(Institutio n of Civ l Engin e e r s) 準会員試験, フ ィ ッ
ト ワ ー ス 奨学生試験, 機械工学の 一 般全国修了証書(Ordi-
m a ry NatiQn al Certific ate, O N C) ･ 上級全国修了証書
(H ighe rNatio nal Ce,r･tificate, H N C) 又は 一 般全国デ ィ プ
ロ マ (Ordin ary Nation al Diplo ma, O N D) ･ 上級全国デ ィ
プ ロ マ (H igher Natio n al Diplo m a, H N D) 等が挙げられ
て いる｡ こ の 内, O N C･ H N C とO ND ･ H N Dに つ い て は,
修得科目と履修期間に応じ て試験科目の 一 部又は全部が免除
された｡
C部門に つ い て は, 大学や技術力 レ ッ ジの特定の認定科目
修得者に対し て免除が認められた｡
な お, 上述したよう に33歳以上a)者 に は試験 (免除試験)
の 一 部 へ の合格, 又はそ の代わりの論文の提出ですます抜け
道があり, A, B, Cの 3部門の 一 部 または全部の試験 (免
除試験) を免除され て い る者も多数い た｡
準会員選出資格別人数は表2に示す通りで, 準会員試験に
合格した者が43名(14.3%), 免除資格試験 (一 部又は全部)
に よる者が86名(28.7%), 試験免除 (一 部又は全部) された
者が171名(57.0%)であ っ た｡ な お, O N C等, A部門 (一
部又は全部) のみを免除した資格は情報が少なく, 免除資格
試験に含め て い ない ｡
表2 準会員選出資格別人数
準会員試験合格 43(14.3 %)




O N D+H N D 3
O N C+H N C 3 2
技術将校試験 .3
計 8 6









免除資格の内訳は, 学位が44名(51.2%)(内, 技術 力 レ ッ
ジ の夜間定時制で B.Sc. (Eng,) (London)を取得した者が
9名, 独学で B.Sc . (En g.) (London)を取得 した者が1名
い た), 準学位が 4名(4.7%) (4名ともAss ociate of City
and Guildsinstitute, A ,C .G .Ⅰ.), O N D+ E N D(全日制技
術力 レ ッ ジ) が3名(3.5%), O N C+H N C(夜間定時制技
術力 レ ッ ジ) が32名(37.2%), 技術将校試験が3名(3.5%)
で あ っ た｡ こ の86名の 内, 夜間定時制技術力 レ ッ ジ で免除
資格を獲得した者は41名(47.7%) で あ っ た｡
試験免除された171名の中 に は免除資格に概ね相当する資
格を保有して い る者が54名(31.6%)おり, そ の 内訳は, 学位
が27名(50.0%), 準学位が7名(13.0%), O N C十H N C(夜
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間定時制技術力 レ ッ ジ-) が 5名(9.3%), 技術将校が 9名
(16.7%), 他 の技術者専門職団体会員が6名(ll.1%)で あ っ
た｡ したが っ て , 技術者として の キ ャ リ ア の実績の み に よ っ
て試験を免除された者 (試験の 一 部合格, 又は代替論文措置
と思われるが , 一 部 を除 い て記載なし) は117名で , 全体 の
39.0%で あ っ た｡
機械技術者協会に おける準会員試験の導入の遅れ 6) に つ
い て は従来指摘され て きたが, 試験を免除される抜け道があ
り , 試験導入後20年以上た っ た1935年の時点にお い て も,
57 %もが その 抜け道を利用して いた こと , しか も免除資格
に相当する資格を何も持たず, キ ャ リ ア の実績のみ によ っ て
試験を免除された者が39.0%もい た ことは, こ れ ま で指摘さ
れた ことがなか っ た｡
(2) 養成タイ プ
教育 ･ 訓練歴から, 養成タイプを類型化した｡ 一 般教育は,
初等教育機関(H igher Grade Scho ol等を含む)をE, 中等
教育機関(Junior Technic al Scho ol, Private Tuitio nを
含む) をSで表し, 実地訓練は, 徒弟訓練(ap pre nticeship)
を A, 見習 い修業(pupilage)と明示して い るもの をP で表
し, 専門教育をC で表した｡ 専門教育の 内, パ ー トタ イ ム の
専門教育を/C, サ ン ドイ ッ チ方式の もの をC - で 表した｡
ま た, 職歴を積んだ後に専門教育を受けた場合, 職歴をW で
表した｡ これ らを組み合わせ て表現した養成タイ プの基本類
型 (一 般教育はSで , 実地訓練はAで代表させた) は次の よ
う に示すことが できる｡
1) 実地訓練の み (専門教育なし)
a)SA 型 (一 般教育+実地訓練)
2) 実地訓練+専門教育
b)S A/C型 ( 一 般教育+ 実地訓練+ パ ー ト タ イ ム専
門教育)
c)S A C型 (一 般教育+実地訓練+専門教育)
d)S C A塾 (一 般教育+専門教育+実地訓練)
e)S C- A 型 (一 般教育+ サ ン ドイ ッ チ方式の専門教
育 ･ 実地訓練)
表3 養成タイプ別人数
3) 専門教育の み (実地訓練なし)
f)S C型 (一 般教育+専門教育)
g)S W/C 型 (一 般教育+ パ ー トタイ ム 専門教育)
S A型の バ リ エ ー シ ョ ン に は, E A型が , SA/C型の バ
リ エ ー シ ョ.ン に は, E A/C型が, S A C型の バ リ エ
ー シ ョ ン
に は , E A/C C型 , E A C型 , SA/C C型, S A/CCA 型 ,
S A C A型, S A C P型, S A C A/C型, S A C C型, S P C型が,
S C A型の バ リ エ ー シ ョ ン に は , E C A C型, E C A/C 型,
E C A型, S C A C型, S C A C P型, S CA/C型, S C A/C C型,
S C C= A 型 (フ ル タイ ム専門教育が主) が, S C- A 型 の バ リ
エ ー シ ョ ン に は, E W C- A 型, E C- A/C 型, S C- A/C型,
SC= A A型, S C= A C型, S C A C- A 型 (サ ン ドイ ッ チ方式
が主), S A C- A 型, S A C- A C型, S A/C C- W 型があ っ た｡
表 3に養成タイ プ別人数を, 表4 に生年別養成タイ プ別人
数を示す｡ さ らに , 養成タイプを, Ⅰ . 昼間 カ レ ッ ジ無し型
(s A型+S A/C塾+s w/c 型), Ⅱ . 徒弟訓練先行型(S A
型+S A/C 型+SAC型+(S A C- A 型 +S A C- A C型 +S A/
C C- W 型)), Ⅲ . 昼間 カ レ ッ ジ有り型(S A C型+S C A塾
+S C- A 型 +S C型)の 3 つ に類型化したもの を表5に示す｡
まず, 7 つ の養成タ イ プ別で は, SA/C 型 ( 一 般教育+
実地訓練+ パ ー ト タイ ム専門教育) が59.3%で圧倒的に多く,
S C A塾 (一 般教育+専門教育+実地訓練) が13.7%, SAC
型 (一 般教育+ 実地訓練+専門教育) が12.7%, S C= A 型
( 一 般教育+ サ ン ドイ ッ チ 方式の専門教育 ･ 実地訓練) が
10.7%で続き, そ の他は少なく て , S A型 ( 一 般教育+実地
訓練) とS W/C型 (一 般教育+ パ ー ト タイ ム 専門教育) が
1.3%, S C型 (一 般教育+専門教育) が1.0%で あ っ た｡
こ れ を生年別にみ ると, 1896年よりも前に生まれ た者に
比 べ , 後 で生まれた者で , パ ー ト タ イ ム 専門教育の S A/C
型が減少し, 逆に , フ ル タイ ム と サ ン ドイ ッ チ方式の専門教
育の S A C型, S C A型, S C= A 型が増え て い る こ とがわか
る｡ 表5 に示した3類型で みるとよりは っ き りと こ の傾向が
読みとれ, Ⅰ . 昼間カ レ ッ ジ無し型が , 1877-90年が68.4%,
189 ト95年が87.0%で ある の に対し て , 1896-00年が59.2%,
1901｣〕5年が54.3 %, 1906-10年が52.5% と, 1896年を境に減
少して おり , これと対に なる Ⅲ . 昼間 カ レ ッ ジ有り型が ,
SA型 SA/C型 S A C型 S C A塾 S C〒A型 S C型 SW/C型 計
内
釈
E A型1 E A/C型47 E A/C C型3 ECAC型1 E W C〒A型1 S C型3 SW/C型4























S A C〒A型1 0
SA C〒AC型1
S A ℃C- W 型1
計 ･4 17 8 38 41_ 32 3 4
■ 3 0 0
1.3 % 59.3 % ･12.7% 13.7%. 10.7% 1.0 % 1.3 %
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表4 生年別養成タイプ別人数
生年 (年齢) ･s A型 SA/C型 S A C型 s c A型 sc- A型 SC型 SW/C型 計
187 7-80(5 4-5 8歳) ･2 2 1 5
1881-85(49-5 4歳) 4 l1 5
18 86-90(44 A9歳) 2 18 2. 2 ･3 1 2 8.
小 計 2 24 2 5 4 1 3 8
5.3% 6 3.2 % 5.3 % 1 3.2% 10.5% 2.6.%
18 91-95(394 4歳) 39 3 2 1 1 4 6
8 4.8% 6.5% 4.3 % 2.2% 2.2%
･1 896-00(34-39歳) 1 43 12 10 9 1 76
1.3% 5 6.6% 1 5.8% 1 3二2% 11⊥8 % 1.3%
1901-05(29-34歳) 1 4 1 14 1 5 7 . 1 2 81
_1.2% 5 0.6% 1 7.
■
3% 1 8.5% 8.6% 1.2% 2.5%









合 計 4 17 8 3 8 4 1 32 3 4 3 0()
1.3 %. 59.3% 12.7% 13.7% . 1 0.7%､ 1.0% 1.3 %
表5 生年別3類型別人数
Ⅰ Ⅱ Ⅲ
lg77-90(44-58歳) 26(68.4 %) 28(73.7 %) 12(31.6%)
1891-95(39 A 4歳) 40(87:0%) 43(93.5 %) 6(13.0%)
1896-00(34-39歳) 45(59.2%) 63(82.9%) 31(40.8 %)
190 ト05(29-34歳) 44(54.3 %) 58(71.6 %) 37(45.7%)
1906-10(25-29#) 31(52.5 %) 40(67.8 %) 28(47.5%)
計 186( 2.0 %) 232(77.3 %) 114(38.0 %)
註 Ⅰ - 昼間 カ レ ッ ジ無 し型 (S A型 + S A/C型 +S W/C型)
Ⅱ - 徒弟訓練先行型(S A型 +S A/C型 +S A C型 +(S A C- A 型+S A C- A C型
+S A/C C- W 型))
Ⅲ - 昼間 カ レ ッ ジ有り 型 (S A C型 +S C A塾 +S C- A 型 +S C型)
1877-90年が31.6%, 1891-95年が13.0%で ある の に対して ,
1896一刀0年が40.8%, 1901--O5年が45.7%, 1906 1 0年が47.5%
と, 1896年を境に増加して い る｡ も っ とも, こ れ は生年別
に よる違い と考えるよりは, 準会員選出年齢の違いと考えた
はうがよ い よう に思われる｡ 若くして選出された者に は フ ル
タイ ム の専門教育を受けて い る者が , 多数派で はない に して
ち, 比較的多く, 年齢が高い者 はど, 夜間 パ ー ト タイ ム 教育
で苦学した者が多いとみる ことが できる｡
ま た, Ⅱ . 徒弟訓練先行型が , 1877-90年が73.7%, 189ト
95年が93.5%, 1896-00年が82.9%, 1901-05年が71.6%,
1906-10年が67.8% と, 1877-90年を除けば, 年齢が下が るに
つ れ て減少して は い るもの の , 高 い割合を占め て い る ことが
特徴的で ある. これ は, 機械技術者養成にお い て は, 年齢が
低い内に まず実地訓練を経験させる ことが重要で あると いう
考え方が, 第1次世界大戦後の1920年代に お い て も根強か っ
た こ とを示して い る｡
(3) 一 般教育歴
出身学校種別 一 般教育機関の離学年齢の デ ー タ を表6 に示
す｡ 出身学校種を (1) 初等学校 (Elem entary School),
(2) - イ ヤ ー ･ グ レイ ド ･ ス ク ー ル (Higher Grade Scbo ol)
(centr al Scho ol, H igher Elem entarySchool等を含む
7)),
(3) 下級技術学校(Ju nior Technical Scho ol) (第2次世
界大戦後o)3分岐制中等学校の 一 つ の Technical Scho olの
前身なの で , 一 般教育機関の1種とみなした), (4) パ ブリ ッ
ク ･ ス ク ー ル (Public School- 校長会議加盟校 8 )),
(5) 他の 中等学校 (Sec ondary Scho ol), (6) 個人指導
(private Tuition) の 6 つ の カ テ ゴ リ ー に 分類し, ｢他の中
等学校｣ に は, グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル (Gra m m arScho ol),
私営学校 (Private School) 等, 他 の 4学校種以外の 学校
を含めた｡ はと ん どの場合に学校名(学校種の場合もあり)
が記載され て い たが , ま っ たく記載され て い ない もの に つ い
て は, 離学年齢が13歳以下の も の を ｢初等学校｣, 15歳以上
の もの を ｢中等学校｣に分類した (14歳のも の は無し)｡ 離
学年齢の記載がな い場合は, 技術教育機関 へ の入学年齢, 徒
弟訓練の開始年齢を基準に推定し, そ れで もわからない場合
は不明とした｡
出身学校種別で は, 初等学校出身者が43名(14.3%), 初等
学校の上級部分の教育機関として組織された ハ イ ヤ ー ･ グ レ
イ ド ･ ス ク ー ル 出身者が20名(6.7%), 熟練工や テ ク ニ シ ャ
ン な ど に なる者を対象とし て い た下級技術学校出身者が3名
(1.0%) で , これ らの 合計66名(22.0%) の かな.りの 部分が熟
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表6 出身学校種別 一 般教育機関雑学年齢
由 身 学 校 嶺 -1 1歳 12歳 1 3歳 14歳 1 5歳 1 6歳 17歳 1 8歳 19歳 不明 計














ハ イ ヤ ー . グレイ ド 4 5 9 2 2 0
･ ス ク ー ′レ 2 0.0% 2 5.0 % 4 5.0% 10.0% .6.7%






パブリ ッ ク . ス ク ー 1 3 9 ll 9 1 ∋4
ノレ 2.9% 8.8% 26.5% 32.4% 2 6.5% 2.9 % l l.3%
他 の 中 等 学 校 2 2 5 3 0 60 6 4 2 1 9 2 1■ 19 6
1.0 % ･1.0% 2.6% 1 5.3% 3.0.6 % 32.7% 1 0.7% 4.6% 1.0% 0.5%. 6 5.3%








計 ･2 6 2 7 5 4 77 78 32 1 9 3 2 30
0.7% 2.0% 9.0% 18.0% 2 5.7% 26.0 % 1 0.7 % 6.3 % 1.0% 0.7%'
表7 パ ブリ ック ･ ス ク ー ル出身者数
練工徒弟から技術者 へ の昇格組と考え られる｡ 経済的に豊か
な階層の 出身者と考えられる, エ リ ー ト 中等教育機関で ある
パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者は34名(ll.3%) い たが, 内8
名は技術将校で あ っ た. 一 番多か っ たの は, グ ラ マ ー ･ ス ク ー
ル , 私営学校等, 他の 中等学校の 出身者で196名(65.3%),
一 般教育終了時に , 学校教育で はなく個人指導を受けて いた
者も4名(1.3 %) いた｡
離学年齢は, 16歳の78名(26.0%)と15歳の77名 (25.7%)
が ピ ー ク で , 14歳の54名(18.0%), 17歳 の32名(10.7%), 13
歳の27名(9.0%), 18歳 の19名(6,3%), 12歳の 6名(2.0%),
19歳の 3名(1.0%), 11歳の 2名(0,7%) の順で あ っ た｡ 不明
の 2名も何れも16歳よりも前で ある｡ したが っ て , 1917年
か ら制度化された上級中等学校修了資格認定試験(H ighe r
scho ol Certific ate Exa min ation) (Sec o nd Ex amin ation)




Ex amination) (Fir st Examination) が対象とした16歳 9)
よりも前に離学して いる者は168名(56.0%)で あ っ た｡ も っ
とも, こ れ らの者の中に も準会員試験の A部門に合格したり,
そ の免除資格試験に合格して いるもの も多い の で , 中等学校
教育によらな い で , 中等学校修了資格認定試験 (英語科目,
外国語科目, 理科 ･ 数学 の3 グル ー プ より構成されて い た)
や上級中等学校修了資格認定試験の水準に概ね到達して い た
とみる ことが で きる10)0
学校種別で は, パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者の離学年齢が
高く, 18歳以上が29.4%で あ っ た が, 技術力 レ ッ ジに進学し
たり, 徒弟訓練に入 っ た りするため に18歳以前に離学する
者も多く, 70.6% を占めて い る｡ 当然ながら, 初等学校出身
者の離学年齢は低く, 86.0% が15歳以前に離学して いる｡ ハ
イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル 出身者は, 15歳以後に離学し
て いるものが55.0%, 13歳から始まる2, 3年の コ ー ス で あ っ
た下級技術学校は, 当然ながら全員が15歳以後で あ っ た｡
表 7 に パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者34人の 出身校27校の
内訳を示す｡ 1998-99年度のリ ス ト掲載校 (*印) が11校合ま
学 校 名 人数




Bed fo d M 血1Schw1* 1
Bedford S d10 01* ∩
Berkha m sted S d10 01 ∩















EiⅠlg W i1lia m
'
sCollege,Isle of Man 1
KellyCo11ege* 1
]鮎噸S W Od S 血o ol* 1
Le ighto nPark S d1001* ロ
Osbo m eRoyal Naval College 2+1
Ou l血eS dlO Ol 1
portshoudlGr m Schw1 2
Ta mto nScbool 2
Up pingham S唾o o1 1
W drwick Scho ol ∩





註 27校 実人員34名｡ 他 の パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル へ
転校 した者 1名を 含む .
* 印 は1998-99年度 の リ ス ト掲載校｡
れ て い る｡ 特定 の学校に集中する傾向はみられない ｡
(4) 専門教育歴
300名中, 表4 の S A型4名を除いた296名(98.7%)が何＼
らか の専門教育を受けて いる｡ 徒弟訓練だけで技術者に なれ
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表8 専門教育機関別 ･ 生年別人数
･専 門 教 育 機
~ 関 名 l87 7-90 l891-95 -1896一00 1 90 ト05､ 1906-10 計
Uhiversides& UniversityCoueges
Birm* gham U hiversity 1｣イ1) .2 3<l)
B ristolU hiversity 1 1
･Ca 血 地 U hiversity 3 3
jhnstm ngCo11喝e,Ne wdasde onTyne EZEl <l) ロ EZE] 1 2<3)
LeedsUbiv q sity <2) 1 ∩ 1 3-V2)
Liverpwl Uhiversity 2 2 4
CityandGuilds 伽 .)Conege- 1 5 2 8
East IJ mdon Couege EEZE] lil)/
KindsColege, Lendon 1 口 2
Uhiv6rsityConqge,I.orhdon ∩ 1 2
Manchestw Uhiversity 2 2
M tmicipal Conege ofTah. , M anchester <3) <4) 1<4) 2叫4) 2+(5) 4,120)
UhiversityCouege,N 軸 la m 1 <2) 1 ､r 叫3) 2<5)
Ox血dU hiversity■ E) 1
ReadingU hiversity EZZE] 叫1)
S heBield UhiV田Sity 1 <3) 3<4) EEZEl 5+(8)
U hiversityCollege,So udla mPtO n <l) 叫1)
England 小 計 3<4) 2ぺ8) 10<lO) l4,<9) 14+(1l) 4 3<42)
Uhiversib,ConSge,Chrdiq ∩ 1
U 血 ityCone ge,SwarLSe a 1 1
WaleS 小 計 2 2
U hiv mibTConqge,Dtmdee 2 2
EdinburdlU hiversity ロ 1 2
Glasgo wUhiversity 1 5 2 2 1 0
Glasgow & W estofScodandTech. Col. <2)
<2) l叫4) 4叫5) <l)
ぺ2).
RoyalTechnical Conqe,Glasgo w 5<13)
Scodand 小 計 <2) l<2) 9<4) か-(6) 3<l) 19<l5)
Royal Conef!e Of Science, b land 1 1
脚 sU hiversity, Belhst 1 EZEEl EEEl1<2)
.Ireland 小 計 2 ぺ1) EZZ] 2<2)
u hiversities& U hiversityCouqge s合
~計 3<6) 3<lO) 21+(14) 20<l句 l9<l3) 66<59)
Technical C9uegeS
Batkm Poly mic 1 1<2) 2叫2)
Cend Te chnical College, B inmihham <l) 1 EZE] <1) 1<3)
Bo m udlPolytxxhnic 2<2) 1 3<2)
BradfordTex:hnicalCollege .2 2 2叫1) か-(1)
D∝byTechnicalConqge <3) <3) <6)
Hudders丘eldTech mical Conege EEZE] EZEl 叫1) <1) EZEl l<5)
R曙ent S 他 Polytecmic <2) 3<3) 3<5)
- Rudlerfod Techmical Couege <2) . EZE] <2) <2) 叫7)
Sal fordTechmical College ■<2) EZE] EZEEl <4)
w blva b tonTeChnical Collq ge <3) <2) <5)
Wo olwichPolytEX:hnic J 叫3) <2) 十β) <5) 1+(3) l<17)
その他の Tech mical Collqge$87校 2<1l) I+(30)- <25) 3<32)_ 5<23) 1l<120)
叫 小 計 6i{18) 1i{36) 5<38) lO<52) 6<33) 28+(l77)
W ales(3硬) 小 計 <l) lil): <3) l<5)
I hdeeTech micalConeAe l<2) 叫1) .1叫1) 1 3<4)
H dot Wa壮Conege <2) lil) lil) EEZZl 3<5)
その他のTeclm ical College$ 6校 ぺl) EZE] <2) l<4) 1<8)
Scoぬnd 小 計 1<5) <2) 2<4) 3<5) EEZZ]7+(l7)
M micipal Conege ofTeclmolog y,■Bellhst EZE] <2) EZE) <4)
Ireland 小 計~ EZE] <2)■ ぺ1) <4).
Tech micalCollqges(110均 _合 計- 7<24) l<39) 8<4 3) 13<59) 1<38) 3 叩 03)
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専 門 教 育 機 関 名 18 77｢9 0. l 89 1-95 18 96-00. 1 90 1-0 5 19 06-.10 ･ 計
W o rksS 血 1s
企業内学校等. +(1) <21 1+(1)■ ■】 2<4)
Scho olof M ilita ryEnghle ering,Cladla m ∩ 2 2 5





Ik kyard Sch. ,Chad1 am & Ports m o uth 2 ロ 日 4
そ の他の軍関係の学校 1 1+(1) 1 4 7<1)
w b 血sScbo ols 合 計 4+(1) 2+(1) 4+(2) 9+(1) 4 23<5)
Scie n c eScbo ols(Clas ses)
Scien ∝S d10 01(Cla sse s) +(2) +(I) +(3)
EveningScho ol■ +(3) +(6) +(3) +(1) 叫13)
Tuto r +り)■ ｣イ1)
Scien ceSchcols(Class es) 合 計 +(2) +(3) +(8) +(3) EZZ]<l7)
海外
BengalEngin 6eh g College 1 ∩
C alc utaTech mical S d100l +(1) +(1)
C alc uta U hiv e rsity 1 ド
R ahe sterTechnical S 血 1, Ne w Yo血 +(1) +(1) ,
海外 合 計 1+(1) +(1) 1 ･2<2l
総 計 1 5+(3 4) 6+(53) 3 3+(6 8) 43+(79) 3q+(52) 12 7<2 86)
註 1人で複数 の 場合も多 い ｡ + () は, 夜間 パ ー ト タイ ム 教育 の 人数｡
る時代で はなくな っ て い る こ とがわかる｡ しかし, 夜間パ ー
ト タ イ ム の専門教育の みしか受けて い な い S A/C型が59.7%
を占める多数派である ことが特徴的である｡
専門教育機関別 ･ 生年別人数を表8に示す｡ 1人で複数の
教育機関に在学して い る場合も多く, フ ル タイ ム , サ ン ドイ ッ
チ制, パ ー ト タ イ ム のす べ て を数え上げた｡ 同じ教育機関で
ら, フ ル タイ ム と パ ー トタイ ム は レ ベ ル が異なるなど, 教育
機関を厳密に分類することは難し いが , 一 応, (1)Univ e r-
sities& University Colleges(大学と ユ ニ バ ー シ テ ィ ･ カ
レ ッ ジ等, 大学 に準じる レ ベ ル), (2)Technical Colleges
( 技術力 レ ッ ジ, 技術学校等 , 大学 より下 の レ ベ ル),
(3)Works Scho ols(企業内学校や軍関係の養成学校など職
場と 一 体 の学校), (4)Scien ceScho ols(Classe s), (科学
学校, 夜間学校等) (5) 海外に分類した｡ そ の内, Univer -
sitie s& University Collegesの分類に は26楓 T.echnic al
College sの分類に は110校が含まれて い る｡
フ ル タイ ム (サ ン ドイ ッ チ制を含む) と パ ー ト タイ ム の別
で は, Universities& University Collegesで は, 125件中
フ ル タイ ム が66件(52.8%), パ ー ト タイ ム が59件(47.2 %),
Technic al Collegesで は239件中 フ ル タイ ム が36件(17.7%),
パ ー トタイ ム が203件(84.9%)であ っ た. W o rks Scho ols で
は, 軍関係の学校が目立 っ た｡ こ れ らの学校で は座学と実地
訓練が 一 体 で行われ て い るの で , サ ン ドイ ッ チ方式とみなし
た｡ Scie nc eSchools(Cla sses) で は17件す べ て がノヾ - トタ
イ ム で あ っ た｡
個別教育機関で は, あまり特定の教育機関に集中して おら
ず, 比較的多い の が, フ ル タイ ム で は, Gla sgo w Unive r-
sityが10名で 1位, City a nd Guilds(Eng.) College が 8
名 で 2位 , Bedfo rd Technical College が 6 名 で 3位 ,
S beffield University と Royal Technic al College, Glas-
gow が 5名 で4位, パ ー トタ イ ム で は M11 nicipal College
of Techn olog y, Ma n cbester が20名 で 1位, W o olwich
Polytechnic が17名 で 2 位 , Royal Technical College,
Glasgow (前身の Glasgo w and We st of ScotlandTe chni-
c al College を含む) が15名で 3位, Sheffield University
が8名で 4位, Rutherfo rd Technical College が 7名 で 5
位などで あ っ た.
次 に , パ ー ト タイ ム を除く専門教育機関在学歴の内, 入学
年齢や在学期間が分か っ て い る126件 (個人で はなく, 教育
機関を ベ ー ス に数えた数) に つ い て , 専門教育機関別在学年
数を表9に , 入学年齢を表10に示す｡ な お, サ ン ド イ ッ チ
制を導入して いる教育機関には, ス コ ッ ト ラ ン ドの大学や技
術力 レ ッ ジに加え, S heffield University, King
'
s College,
Londo n, Ar mstrong College, Ne w c astle onTyn e, Su n-
derland Technic al College, W igan M inin g and Techni-
c al College な どがあ っ た｡
在学期間で は, 3年が126件中52件(41.3%)と 一 番多く,
4年が30件(23.8%) で続き, 2年が18件(14.3%), 1年が
17件(13.5%), 5年が7件(5.6%), 6年以上が2件(1.6%)
で あ っ た｡ 3年以上が91件(72.2%)と多数を占め, 2年以
下の35件(27.8%) を大きく上回 っ て い る こ とが特徴的で ,
通常3年の フ ル タイ ム の専門教育 コ ー ス を修了する者が増え
た ことを示して い る｡ 特に Universities& Univ ersity Coレ
1egesで は, 3年以上が81.8% を占め, 正規 コ ー ス を全うす
る者が圧倒的に多い ｡
そ れ に対 し て , Technical Colleges で は, 2年以下が
4叩% を占め, 短期間の就学者が依然と して少なくな い ｡ こ
の 多くは, 14- 16歳か ら1 , 2年就学 した後に徒弟訓練に
入る事例だが, 中に は徒弟訓練で はなく, 引き続き上級の専
門教育機関に入学する事例や , 徒弟訓練の後短期間就学する
事例もみ られた｡
フ ル タ イ ム 教育の不足分を夜間 パ ー トタイ ム 教育で補充す
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表9 専門教育機関 (フ ル タイ ム およぴサ ン ドイ ッ チ制) 別在学年数
専 門 教 育 機 関'名 1年 2年 3年 4年 5年 6年+ 計
Uhive mities& U hiversity Colleges
Binmindham U hiversity ロ 1 1 3
. BristolUmiversity 1 ロ
Cambridge Umiv ersity 3 3.
Arm sbDng College, New c astle onTyn e 1 1 2
k ㊦血 Umive3Sity ､ 3 3
Liv erp olUhiversity p4 4
City and GuildsCng.)College 1 1 4 2 8
East LendonCollege 1 1
K 血g
t
sCol1. , Lendon. 1 1 2
･ UmiversityColl. , Lendon 1 ロ 2
M an chesterUmiv ersity 1 1 2
M tmicipal College ofTech. , Ma n chester ∩ 3 1 5
Umive柑ityCollege, Nottingham ∩ 1 2
O dbrdUmiversity 1 1
Sh6氏eld Uhiversity 2 1 1 1 5
UmiversityCollege, Cardiff 1 1
Uhiversity.College,Sw an sea 1 1
U hiv 8 SityCollege, h dee 2 2
h burghU miversity 1 ∩
Glasgo w U hiversity 口 3 4 1 1 10
RoyalTechnicalCollege, Glasgow ∩ 2 1 1 5
Qu e entsUnlversity, BelfTa st 1 1
RoyalCollege ofScien ce,Ir eland 1 1
小 計 6 6 3 4 1 5 4 1 6 6
TechnicalColleges, Schwls, hstitutes
小 計 5 9 1 4 5 1 1 35
W orksSchools
企業内学校等 1 1 2
SchoolofMilitaryEngineering, Chadla m ロ 2 2 5
RoyalNavalColege, Keyh am & Greenwich 1 1 2 1 5
H. M .D ukyard Scho o1, Chath am
■
& Pdrtsm outh 1 3 4
そ の他 の軍関係 の学校 3 □ ■2 1 7
小 計 5 3 3 1 0 2 2 3
海外
Bengal EngineeringCollege 1 1
CalcuttaUmivSrsity 1 1
















表10 専門教育機関 (フル タイ ムお よびサ ン ドイ ッ チ制) の入学年齢
12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳十 計
2 2 6 8 13EE 20 13 田 16 8 5 EE 126
I
.6 % l.6% 4.8 % 6.3% 10.3 % 8.7 % 15.9 % 10.3 % 8.7 % 12.7 % 6.3 % 4.0 % 8.7%
る パ ー ト タイ ム 教育併用型 (表3参照) は, S C A型の場合
は, 41名中8名(19.5%) (E C A/C型, S C A/C 型, S C A/
C C型), S C- A 型 の場合は31名中6名 (19.4%) (E C- A/C
型, S C- A/C型, S A/C C- W 型) と, フ ル タ イ ム 又はサ ン
ドイ ッ チ方式で専門教育が先行する場合は何れも少ない｡ こ
れ に対して , 実地訓練が先行する S A C型の場合は, パ ー ト
タ イ ム 教育併用型が38名中24名(63.2%) (E A/C C型, S A/
C C型, S A/C C A型, S A C A/C型) と多く, 先行する実地
訓練期間に パ ー トタイ ム教育で ある程度専門的知識を学び,
その後 フ ル タイ ム教育で集中して学ぶケ ー ス が多か っ た こ と
がわかる｡
入学年齢で は, 18歳(15.9%)を ピ ー ク に , 16- 21歳ま で
が比較的割合が高い が, 15歳以下や22歳以上も ー 定数おり,
全体として あまり顕著なピ ー ク が なく, 分散し て い る こ とが
特徴的で あ る｡ 実地訓練が先行するS A C型が12.7%, 専門
教育の 後た実地訓練を行うS C A型が13.7% と, 両方 の タイ
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プが ほ ぼ同じくらい存在すること の反映で あると考えられる｡ (5) 専門学位等取得者
また, 専門教育機関の方も, 12- 14歳程度で 入学させると 生年別専門学位 ･ 準学位 ･ O N D･ E N D･ O N C･ H N C
ころ (主に Technical Collegesで , Universities& Uni一 取得者数を表11に示す. こ の数 は, 専門教育機関の課程を
ve rsity Collegesに はみ られ な い) もみ られ , 中等教育機 修了し, 期待された水準に到達 した者の 数を示し て い るム
関との接続関係にまだ唆味な状況がみられる｡ 学位取得者が73名 (24.3%), As so ciate や Ce rtific ate ,
表11 生年別専門学位 ･ 準学位 ･ O N D･ H N D･ O N C･ H N C取得者数
専 門 教 育 機 関 名 l 8 77-90 l8 91-9 5 1 89 6-0 0 1 90 l- 5 1 9 0(;-1 0 計
M .Sc.(Binmind1 am) 1 1 2




A .(Ca mbridge)(Mech.Sci.Tripos) 2 2
B.A .(Cambridge)(Eng. Cotus e) 1 ロ
M .
/Sc.(Du血 am) 1 ロ
B.Sc.(D 血 m) +(1) +(1)■
D.Sc.(Leeds) 1 ∩
M .Sc.needs) +(1) +(1)
B.Sc.(Leeds) +(1) ロ 1+(1)
M .Eng.(Liverpool) 1 1 2
B.Eng.(Liverpool) 1 1+(1) 2+(1)
B.Sc.(Eng.)(b ndon) 1 3 8 9 l l+(1) 32<l)
B.Sc.(Eng.)(Ma nchester) ロ ロ
M .Sc.Te ch.(M an chester) ロ ロ 2
B.Sc.Te ch.(M an chester) +(1) 2
■
+(1) 2+(2)
M .A .(Oxford)(モng.Cotm e) 1 1
B.A .(Oxford)(Eng.Course) +(1) +(1)
England 小 計 1 4+(1) 15+(5) 13+(1) 19+(2) 52+(9)
B.Sc.(W ales) 1 1
w ales ;J､ 計 1 1
B.Sc .(E d inbtugh) 1 口 2
Pb.D .(Glasgow) ∩ ロ
B.Sc.(Glas gow) 1 3 5 3 12
B.Sc.(St. Andrew s) 2 2
scotla nd 小 計 1 6 6 4 1 7
B.Sc.(もelfTast) 1 1 2
B.Co m .Sc.(Belfast) +(1) EZZEl
Ire1and 小 計 1 1+(1) 2+(1)
B
.Sc.(Calcutta) ロ 1
海外 小 計 1 1
学 位 合 計 2 5+(1) 2 2+(5) 1 9+(1) 25+(3) 73+(10)
2 4.3%
A.C .G.Ⅰ. +(1) 2+(2) +(1) 2+(4)
Associate 1 1 1 3
Certificate 1 口 ∩ 2 5
D iplo ma ■】 4 5■
準学位 合 計 1 2 2 8 2 15
学位 . 準学位 合 計 3 7+(1) 24+(6) 2 7+(3) 27+(4) 88+(14).
29.3%
O N D+H ND 2 2
ONC ロ 1 2 4
ONC+ⅢN C 1 2 21 1 7 4 1
o ND m/O N C/ⅢN C 合 計 1 3 24 l 9 4 7
学位 . 準学位忙恥ⅡyE N D/O N Cni N C総計 3 8+(1) 27+(6) 5 1+(3) 4 6+(4) 13 5十(1 4)
4 5.0%
註 学位 は, M .Sc. と B.Sc. の 両方を取得 して い る場合, 下位学位 の B.Sc. は , ( ) 内の 数値 で 挙げた ｡ 学位 と準学位 (A.C.G .i.)
の 両 方を 取得 し て い る場合, 準学 位 は ( ) 内の 数値で挙げた . 学 位 ･ 準学位 ･ O N D･ H N D･ O N C･ H N C取得者数 は, 個 人
ベ ー ス の 数値な の で , 同 一 人物 の ダ ブり は な い ｡
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Diplom a な どの準学位取得者が15名(5.0%), O N D,-H N D,
O N C, H N Cの取得者が47名(15.7%)で , これ らす べ て を合
わ せ ると135名(45.0%)と半数に迫 っ て い る｡ 1913年の準会
員試験導入以降, 専門教育機関でそ の免除資格を取得する こ
と の重要性が増した ことが背景にある｡
学位 の 中で は, B.Sc. (Eng.) (Lo ndo n) の 取得者が33名
で 1位, B.Sc, (Gla sgow) の 取得者が12名で 2位を占め て
い る｡ も っ とも, B.Sc. (Engう(Londo n) の取得者の内,
K ing
'
s College, Londo n な ど, ロ ン ド ン 大学構成力 レ ッ ジ
で学位を得た者 はノ7名(21.2%) に過 ぎず, 残り の26名は学
外学位 (-78.8%) で , そ の 内, 24名は全国各地の大学や技術
力 レ ッ ジで , 2名は独学で取得して いる｡ ま た, 15名(45.5
%)が技術力 レ ッ ジ の夜間パ ー ト タ イ ム 教育で取得して い る
ことは注目に値する｡
夜間 パ - トタ イ ム 教育で資格を取得した者k, 学位全体の
中で は16名(21.9%) で , 準学位で は4名(26二7%), O N C と
H N C取得者を合わせ ると, 135名中65名(48.1%)が夜間パ ー
ト タイ ム教育で資格を取得して い る｡
表12に , 学位 ･ 準学位取得者の , 準会員選出時の職種を
示す｡ 学位 ･ 準学位を取得して いな い者と比 べ ると, 教育職
(14.8%)や研究職(6.8%) に就 い て い る者の 割合が相対的に
高いが , そ れ以外の各種技師, 管理経営, 事業経営, コ ン サ
ル タ ン ト等 の実践的技術者に就い て い る者 の割合 (78.4%)
が圧倒的多数を占めており, 学位 ･ 準学位取得者の職が教育
職 ･ 研究職に集中するとい う状況はみ られな い｡
(6) 実地訓練歴
実地訓練を受けて い な い (S C型, S W/C 型) 7名を除く
293名の生年別実地訓練開始年齢を表13に示す ｡
表12 専門学位 ･ 準学位取得者の準会鼻選出時の 職種
全体で は, 16歳が29.4%で 一 番多く, 2位が15歳で24.2%,
3位が17歳で16.7%, 4位が14歳で8.9%, 5位が18歳で5.8%
の順で あ っ た｡
仮 に , 現在 の大学 レ ベ ル で の技術者養成の よう に , 18歳
ま で中等教育を受け, そ の後3年間大学 レ ベ ル の専門教育機
関で専門教育を受けた後に実地訓練を開始すると, 21歳が
実地訓練開始年齢となるが, 21歳以降に 開始して い る者は
わずか7.5%(22名) にすぎず, 残り の92.5%(271名)が それ
以前に実地訓練を開始してゝ､ る｡
1917年か ら制度化された上級中等学校修了資格認定試験
が対象とした18歳よりも前に実地訓練に入 っ て い る者は81.2
%(238名)を占め, 中等学校修了資格認定試験が対象とした
16歳よりも前に実地訓練に入 っ て い る者も35.2%(103名)い
た｡ し たが っ て , 機械技術者の 実地訓練は, 5人に 4人の割
合で , 上級中等学校修了資格を取得できる年齢まで中等教育
を継続する ことと競合し, 3人に 1人以上の割合で , 中等学
校修了資格を取得で きる年齢まで 中等教育を継続することと
競合して いる ことがわかる｡
生年別でみ ると, 16歳未満で 実地訓練を開始して い る者
は, 1877-90年が45.9%, 189 ト95年が43.2%, 1896-00年が
42.7%, 1901一刀5年が32.1%, 1906-10年が16.9% となっ て お り,
25-29歳で準会員に選出された 一 番若 い層 で大幅に減少して
い る ことがわかる｡ しか し, 18歳末満でみた場合は, 1877-
90年が89.2%, 189 ト95年が93.2%, 1896-00年が76.0%,
1901一刀5年が80.8%, 1906-10年が74.6% となっ て おり25-29歳
の年齢層で若干下が っ て い るが , あまり変化がない こ とがわ
かる｡
次 に , 生年別実地訓練期間を表14 と表15に , ま た養成タ
イプ別実地訓練期間を表16 と表17に示す｡ 期間に つ い て は,
教育職 研究職 コンサ/.
レタント 事業経営 管理経営 各種技師 技術将校 計
学位取得者 EE 4 3 13 4 0 2 73
準学位取得者 2 2 1 1 9 15
計 ■13 6 3 1 14 49 2 88
14.8% 6.8 % 3.4 % 1. ~% 15.9 % 55.7% 2.3 %
21.6 % 78.4%
表13 生年別実地訓練開始年齢
12歳. l 3歳 1 4歳 ー--1 5歳 1 6歳 l7歳 18歳 19歳 20歳 .21歳 22歳 23歳+ 計. 磨
l87 7-9 0 1 5 1 1 12 4 3 1 3 7ノ 1
2
.7% 13.5% 29.7% 32.4% 10.8% 8.1% 2.7%
1 891-95 1 3 3 12 13 . 9. 2 1 44■､ 2
2.3%.6.8 % 6.8% 2 7 3% 2 9.5% 2 0.5% 4.5% 2.3%
18 9 6-0 0_ 1 6 25 17 8 4 4 2 2 2 4 7 5■ 1
1.3% 8.0 % 33.3 % 22!7% lO.7 % 5.3% 5.3% 2.7% 2.7 %. 2.7 % .5.3 %
1901-0 5 8 17 22 16 4 2■2 1 3 3 78 3
10.3 % 2 1.8% 2 8.2% 20.5% 5.1% 2.6% 2.6% 1.3% 3.8% 3.8%
1 9 06-10 4 6 22 12 6 3 4 2 59
6.8% 10.2% 37.3% 2 0.3% 1 0⊥2% 5.1% 6.8% 3.4%
計 1 5 26 71 86 49 17 1 2 4 7 7. 8 29 3- 7
0.3% 1.7% 8.9% 24.2% 29.4% 1(;.7% 5.8% 4.1% 1.4% 2.4% 2.4% 2.7%
ー76-
イ ギ リ ス 機 械技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (2)
表14 生年別実地訓練期間 ( り
0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 計
1877-90 1 4 4 13 6 4 4 1 37
2.7 % 10.8% 10.8 % 35.1 % 16.2% 10.8% 10.8 % 2.7%
1891-95 3 6 6 15 8 4 1 1 44
6.8% 13.6 % 13.6 % 34.1 % 18.2 % 9.1 % 2.3 % 2.3 %
1896-00 2 4 14 13 13 16 9 22 75
2.7% 5.3 % 18.7 % 17.3 % 1 7.3 % 21.3 % 12.0 % 2.7% 2.7 %
1901-05 9 8 12 27 12 6 3 1 78
ll
.
5% 10.3 % 15.4 % 34.6 % 15.4 % 7. % 3.8 % 1.3 %
l906-10 10 7 10 23 7 1 1 59
16.9 % ll.9 % 1 6.9 % 39.0 % ll.9 % 1.7 % 1.7 %
計 2 4 3 7 38 45 94 4217 10 3 1 293
0.7 % 1.4% 12.6 % 13.0 % 15.4 % 32.1 % 14.3 %- 5.8 % 3.4% 1.0 % 0.3 %
註 職場内訓練 の 場合, 実質訓練期間が明示 され て い な い 場 合は , 専 門教育 と合わ せ た期間 と し た｡
表15 生年別実地訓練期間 (2)
5年以上 3年以上 2年以下
18 77-90 2 8(75.7%) 3 6(97.3%) 1(2.7%)
1 89l-95 2 9(65.9%) 4 1(93.2%) 3(6.8 %)
1 8 96-0 0 29(38.7%) 5 5(73.3%) 2 0(2 6.7%)
1901-0 5 49(62.8 %) 69(8 8.5%) 9(1l.5%)
1 9 06-1 0 3 2(54.2%) 49(83.l%) 1 0(l 6.9%)
計 16 7(5 7.0%) 25 0(8 5.3%) 43(1 4.7%)
月単位で示され て い るもの は, 四捨五入して年単位で示した｡
全体 で は, 5年が32.1% とピ ー ク で , 4年が15.4%で 2位,
6年が14.3%で 3位, 3年が13.0%で 4位, 2年が12.6%で 5
位で あ っ た｡ 生年別で みて も, 1位はどの年代も5年で変わ
りはな い｡
次 に表15 をみると, , 5年以上が57.0%, 3年以上が85.3%,
2年以下が14.7% となっ て い る｡ 生年別で は, 1896-00年が
突出して実地訓練が短い傾向がみ られる｡ こ れ は, この 年齢
届の者は, 実地訓練の途中で第1次世界大戦が始まり, 戦争
に駆り出されたた め で ある1 1)｡ し た が っ て , こ の年齢層を
除外してみ てみ ると, 年齢が下がるに つ れ て , 5年以上も3
年以上も減少し, 逆 に 2年以下が増加して いる のがわかる｡
しか し, 一 番若 い1906-10年で も, 5年以上は54.2%に ま で
表16 養成タイプ別実地訓練期間 (1)
下が っ て い るが , 3年以上が依然83.1% を占め, 2年以下は
16.9%に過ぎな い ｡
養成タ イ プ別で は, 表17をみ るとか なり顕著な違い があ
る こ とがわか る｡ 事例の 少な い S A型 (一 般教育十実地訓
練) を除い て 5年以上の者の割合をみると , S A-/C 型 (一
般教育+実地訓練+ パ ー ト タ イ ム専門教育) の71,9%に比 べ ,
s A C型 (一 般教育+実地訓練+専門教育) が50.0%, S C- A
型 (一 般教育+ サン ドイ ッ チ方式の専門教育 ･ 実地訓練) が
37.5%, S C A塾 (一 般教育+専門教育+実地訓練) が14.6%
の 順で減少して い る｡ 特 に S C A型の実地訓練期間が顕著に
短い ことが特徴的で , 3年以上は, 他の すべ て が80%以上で
ある の に , 46,3% しかなく, 2年以下の割合が53.7%と顕著
に高くな っ て い る｡ こ れ は, S C A型 で し っ か りした専門教
育を受けた者は, その後 の実地訓練期間が短縮されると いう
慣行がかなり 一 般化して い た こ とを示し て い る｡
典型的な事例として は, 14- 19歳まで パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー
ル の Eton College に在学し , 19- 22歳ま で Ca mbridge
university で 3年間の専門教育を受け, B.A . (Ca mbridge),
Mech. S°i. Triposを取得し, 22- 24歳ま で の 2年間, 鉄道
会社で見習い修業をした後, 大手 の エ ン ジ ニ ア リ ン グ会社で
見習い (Im prover) と屋外 ス タ ッ フ を各1年半, 技術助手








S A/ C型 2 8 15 25 70 33■14 8 2 1 1 78
1.1 % 4.5 % 8.4 % 14.0 % 39.3 % 18.5 % 7.9 % 4.5% 1.1 % 0.6 %
S A C型 1 5ー 7 6 12 4 1 1 1 3 8
2.6 % 13.2 % 18.4 %- 15.8 % 31.6 % 10.5% 2.6% 2.6 % 2.6 %













S C- A型 5 8 7 5 5 1 1 32
15.6% 25.0 % 21..9 % 15.6% 15.6% 3.1% 3.1 %
計 2 4 37 3 8 45 94 42 17 10 3 円 293




S A型 2(50.0%) 4(1 00 %) 0(0 %)
SA/C型 12 8(7 1.9%) ~1 68(94.4 %) 10(5.6%)
S A C型 1 9(5 0.0 %) 32(84.2 %) 6(15.8 %)
S C A型 6(14.6 %) -19(4 6.3%) 22(5■3.7 %)
S C- A型 1 2(3 7.5 %) 2 7(84.4%) 5(15.6 %)I
計 16 7(5 7.0 %) 2 50(85.3%) . 43(14.7 %)
を1年務め , 28歳 で コ ン サ ル タ ン ト技師事務所の 共同経営
者に なるとともに準会員に選出された事例や, 14- 17歳ま
で M a n chester Gram m ar Scho olに 在学し, 17- 21歳ま
で Ow e ns College で 4年間の専門教育を受け, B .Sc. (Eng.)
(M anchester) を取得し, そ の間, 19歳の休暇中に5週間,
20歳の 休暇中に8週間の 徒弟訓練を受け, 卒業後, 21- 23
歳 の 2年間徒弟訓練を受 けた後, 下級設計技師 (Ju nio r
Dr atlghtsm a n)などを経て , 26歳 で火災保険会社の技術助
手となり , 27歳 で準会員に選出され て い る事例を挙げる こ
とが できる｡ 大学在学中の休暇中に短期間の徒弟訓練を受け
る ことが奨励され, 一 般化して い たとみられ , 他 にも同様の
事例が いく つ かみられる｡
(7) 準会員選 出時の職種
表18に準会員選出時の職種を示す｡ 当然の ことだが , 各
種 の現場技師が112名(37.3%) で 一 番多く , 設計技師が67名
(22.3%) で 2位, 支配人, 支配人補等の管理経営職が52名
(17.3%) で 3位, 教育職と技術将校が14名(4.7%) で 4位,
検査官 ･ 調査官が13名(4.3%) で6位, 企業 の研究部門の 技
師で ある研究職が10名(3.3%) で7位, セ ー ル ス 技師などの
セ ー ル ス 職が9名(3.0%) で8位, コ ン サ ル タ ン ト技師が5
名(1.7%) で 9位, 事業経営者が2名(0.7%) で10位, 団体
勤務と技術誌編集が各1名(0.3%) で11位であ っ た｡ 企業に
雇われ て い る技術者が大部分を占め, コ ン サ ル タ ン ト技師や
事業経営者な ど独立した技術者が非常に少なくな っ て い る こ
表18 準会員選出時の職種
職 種 人 数 割 合
設計技師 67 22.3 %
各種技師 . 112 37. %
検査官 . 調査官 13 4.3 %
セ ー ル ス職 9 3.0 %
管理経営 52 1 7.3 %
コ ンサ ル タ ン ト技師 5. 1.7 %
事業経営者 2 0.7 %
教育職 14 4.7 %
研究職 10 3. %
団体 □ 0.3 %
技術誌編集 1 0.3 %
技術将校 14 4.7 %
計 300
とが特徴的で ある｡ ま た, 技術者の仕事に従事しながら, 技
術力 レ ッ ジ等 の夜間ク ラ ス の講師を兼ねて い る者も ー 定数み
られた｡
(8) 教育資格取得パ タ ー ン
前稿で は, 徒弟訓練修了後の準会員選出まで の 5 つ の キ ャ
リ ア ー パ タ ー ン を取り出したが, 準会員試験導入後の 時期を
対象として い る本稿で は, 教育資格取得 パ タ ー ン , すな わち
準会員試験または免除資格試験に合格するま で の パ タ ー ン と
して ,～(1) 準会員試験突破型, (2) 夜間定時制教育に よる免
除資格取得型, (3) 全日制教育に よ る免除資格取得型,
(4)サ ン ドイ ッ チ制教育による免除資格取得型, (5) 試験回
避型の 5 つ を取り出して , 一 般教育の学校種別に具体的事例
をみ ておきた い｡
､1) 準会員試験突破型
技術力 レ ッ ジ等 で多少専門的知識を学び, 後は独学で準会
員試験を突破し, 準会員に選出された パ タ ー ン で あ る｡
a) 初等学校出身者
1903年生まれ の T.B.B . の 場合, E A/C型で , 15歳で初等
学校を離学し, 15-21歳の 6年間徒弟訓練を受け, 並行し て ,
15-22歳の 7年間技術力 レ ッ ジの夜間 コ ー ス に 通 っ て い る｡
2 ト23歳ま で エ ン ジ ン 検査と下級設計技師を務め, 23-24歳
は仕上げ工 と下級設計技師, 24歳以降は い く つ か の職場で
上級設計技師を務め , 30歳から技術助手を務める｡ 21歳 で
学生会員, 22歳で ブ ラ ジ ュ ェ - ト会員 に選出され, 23歳 で
準会員試験に合格し, 31歳 で準会員に選出され て い る ｡ 学
業成績優秀に よる熟練工徒弟からの昇格組と考えられる｡
b) ハ イヤ ー ･ グレ イ ド ･ ス ク ー ル 出身者
1903年生まれ の A. W .H/. の 場合, E A/C 型で , 15歳 で
Ce ntral Scho ol を離学し, 15-21歳の 6年間, 工具, ジ グ
製作工とし て の徒弟訓練を受け, そ の間並行して Wo olwich
Polytechnic の 夜間ク ラ ス に通 っ て い る｡ 21歳以降, 工具製
作, 工具設計等の実績を積み, 30歳 で機械職場を任され,
31歳から生産担当技師(Produ ctio n Engin e e r)を務め る｡
22歳 で学生会員に , 24歳で準会員試験に合格し, 25歳 で グ
ラ ジ ュ ェ ー ト会員, 32歳で準会員に選出され て い る｡ 学業
成績優秀による熟練工徒弟か らの昇格組と考えられる｡
c) 下級技術学校出身者
1908年生まれ の H.W .F, の 場合, S A/C型で , 下級技術
学校を15歳で離学し, 15-20歳の 5年間徒弟訓練を受け, 並
行して15-24歳の9年間, 技術 力 レ ッ ジ の夜間 コ ー ス で 学 ん
で い る｡ 20-25歳ま で下級設計技師, 25歳か ら設計技師補を
務め る｡ 25歳 で グ ラ ジ ュ ェ ー ト会員 に選出され , 26歳 で準
会員試験に合格し, 27歳 で準会員に選出され て い る｡ 学業
成績優秀による熟練工徒弟か らの昇格組と考えられる｡
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d) パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者､
1905年生まれ の C.A . M . の 場合, S A/C型で , 13-17歳の
4年間Ta unto nScbool に在学し, 17-23歳の 6年間鉄道会
社の工場で徒弟訓練を受け, 並行して技術力 レ ッ ジの夜間 コ ー
ス で 学び, 22歳で準会員試験に合格して いる｡ 23-27歳ま で ,
大陸諸国や エ ジプ トで鉄道資材の検査官を務め, 1年間失業
後, 28歳か ら化学工業の 検査技師を務めて い る｡ 21歳で 学
生会員, 28歳で ダ ラ ジ ュ ェ ー ト 会員, 30歳で 準会員に選出
されて い る｡
e) そ の他の中等学校出身者
1907年生まれの J.H .H . の 場合, S A/C 型で , 中等学校を
15歳で離学し, 16-21歳 の5年間徒弟訓練を受け, 並行して
技術力 レ ッ ジ の夜間コ ー ス で学び, O N Cの み取得して いる｡
21歳か ら設計室を回り, 23歳で 設計技師を務めて い る｡ 21
歳 で学生会員に選出され , 27歳 で準会員試験に合格し, 準
会員に選出されて い る｡
2) 夜間定時制教育による免除資格取得型
徒弟訓練と並行して ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジや技術力
レ ッ ジ の夜間 コ ー ス に 通 い , O N C･ HNC や学位を取得し
た パ タ ー ン で ある｡
a) 初等学校出身者
1906年生まれ の E.∫.H . の 場合, E A/C 型で , 14歳で初等
学校を離学し, 14-23歳の 9年間徒弟訓練を受け, 並行し て
14-24歳の10年間技術力 レ ッ ジの夜間ク ラ ス に通 っ て O N C･
H N C を取得して い る｡ こ の間, 22歳で , 準会員試験の A部
門に合格し, 学生会員に選出され, O N C･ H NC の取得を
経て ダ ラ ジ ュ ェ - ト会員 に選出され て い る｡ 23-28歳ま で設
計技師, 28歳か ら工場技師を務め, 29歳で準会員に選出さ
れ て い る｡ 教育資格取得による熟練工徒弟から の昇格組と考
えられる｡
b) ハ イヤ ー ･ グ レイ ド ･ ス ク ー ル 出身者
1903年生まれ の H. W .H . の 場合, E A/C 型で , 15歳 で
Ce ntr al Scho ol を離学し, 15-20歳の 5年間 W o olwich の
兵器工場で徒弟訓練を受け, 並行して15-22歳まで Wo olwich
Polyte chnic の夜間コ ー ス で学び, O N C･ H N C を取得して
い る｡ 20-26歳ま で 仕上げ工 , 組み立て 工等を務め , 26-
28歳ま で 職長 (Fore m a n) を任さ れ , 28-32歳 ま で 監督
(Super vis o r), 32歳か ら工具室の 作業場支配人を務めて い
る｡ 27歳 で残り の準会員試験に合格し, グ ラ ジ ュ ェ - ト会
員 に選出され, 32歳 で準会員に選出され て い る ｡ 教育資格
取得に よる熟練工徒弟からの昇格組と考えられる｡
c) 下級技術学校出身者
1907年生まれ の J.M .B. の 場合, S A/C 型で , 15歳 で下
級技術学校を離学し, 16-21歳の 5年間徒弟訓練を受け, 並
行して16-23歳ま で の 8年間技術力 レ ッ ジ の夜間 コ ー ス で 学
び, B.Sc . (En g.) (London)を取得し, そ の後さら に もう
1年学ん で いる｡ 22-26歳ま で技術 ス タ ッ フ助手を務め, 26
歳か ら上級助手を務めて い る｡ 学位取得後, 25歳 で準会員
試験C部門に合格し, グ ラ ジ ュ ェ ー ト会員に選出され, 27歳
で準会員に選出され て い る｡ 教育資格取得に よる熟練工徒弟
から の昇格組と考えられる｡
d) パブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者
1906年生まれ の R 且C. の 場合, SA/C 型で , 13-17歳の
4年間Ips wich Scho ol に在学した後, 17--21歳ま で の 4年
間徒弟訓練を受け, 並行して17-23歳まで の 6年間技術力 レ ッ
ジ の夜間 コ ー ス で 学び, B.Sc. (Eng.) (Londo n) を取得し
て い る｡ 22-24歳ま で下級設計技師, 設計技師等を務め, 24
歳から設計技師(Designer) を務めて い る｡ 29歳 で準会員試
験C部門に合格し, 準会員に選出されて い る｡
e) そ の他の 中等学校出身者
1907年生まれ の R. M .D . の 場合, S A/C型で , 16歳 で中
等学校を離学し, 16-21歳の 5年間徒弟訓練を受け, 並行し
て16-21歳の 5年間, Cardiff Te chnic al College の夜間 コ ー
ス で 学び, B.Sc. (En g.) (London)を取得して い る｡ 2ト22
歳の 1年間, 鉄道工場で働い た後, 22歳か ら設計技師を務
めて い る｡ 20歳で学生会員, 24歳 で グ ラ ジ ュ ェ - ト会員 に
選出され, 準会員試験C部門に も合格し, 28歳で準会員に
選出されて い る｡.㌔
3) 全日制教育による免除資格取得型
全日制教育を受け, 学位等の免除資格を取得して いる パ タ ー
ン で あ る｡
a) 初等学校出身者
1900年生まれ の J.F.G. の 場合, E A/C C型で , 初等学校
を離学後, 161 9歳の 3年間徒弟訓練を受け (途中1年あま
り軍務で 中断), 並行し て技術学校の夜間ク ラ ス で学び ,
19-22歳の 3年間, Liverpo ol University で学び (奨学金
の獲得の有矧 こ つ い て は不明), B,Eng. (Liverpo ol)を取得
して い る ｡ 23-31歳ま で , 船舶機関士として働き , 1等機関
士の 資格を取得 , 31歳か ら精糖工場の技師とな っ て い る｡
28歳 で グ ラ ジ ュ ェ - ト会員, 35歳 で準会員に選出され て い
る｡
b) ハ イヤ ー ･ グレ イ ド ･ ス ク ー ル 出身者
1901年生まれ の W .R.G . の 場合, E A/C C型で , 15歳 で
Centr al Scho ol を離学し, 15-20歳の 5年間, W o olwich
の兵器工場で徒弟訓練を受け, 並行して W o olwich Polyte-
chnic の夜間ク ラ ス に通 い , 奨学金を獲得し, 20-23歳の 3
年間, City a nd Guilds(Eng.)College の 全日制 コ ー ス で
学び, A.C .G.Ⅰ. を取得して い る｡ 23-24歳にか けて , 兵器工
場で設計技師, 技術助手を務めた後, 24歳 で ミ シ ュ ラ ン ･
タ イ ヤ社の 技術顧問, 29歳 で主任技術顧問となり , 34歳 で
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無試験で準会員に選出され て い る｡
学業成績優秀に よる熟練工徒弟から の昇格組と考えられ る｡
c) 下級技術学校出身者
1907年生まれ の H.氏 . の 場合, S A C P型で , 16歳 で下級
技術学校を離学後, 6 ヶ月間仕上げ工職場で徒弟訓練を受け
た後, 16-18歳ま で の 2年間 M unicipal Colle甲 Of Tech-
nolog y, M a n cbeste rで学び, O N D を取得, さ らに18-21
歳ま で の 3年間学び, B.Sc .Tech. (M a nchester)を取得し
て い る｡
●
その 後, 22-25歳の 3年間, 印刷機械工場に見習い
修業 (高額の 謝礼金が必要) に入り ,/25歳か ら生産担当支
配人補, 同支配人を経て , 27歳で計画 ･ 進行責任者を務め
る｡ 24歳 で グ ラ ジ ュ エ ー ト会員, 28歳 で準会員に選出され
て い る｡ 下級技術学校出身で あるが, 経歴か らみ て もともと
経済的に裕福な技術者志望であ っ た よう に思われる｡
d) パブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者
1907年生まれ の N.C,G . の 場合, S C A型で , 12-18歳の7
年間 Caterha m School に在学し, 19-21歳の 3年間 Cam -
bridge Univ ersity で 学 び, B.A . (Ca mbridge) (Mech.
S°i. Tripos)を取得して いる｡ 在学中の休暇中に , 20歳 に 2
ヶ月 , 21歳に 4 ヶ月徒弟訓練を経験し, 卒業後22-24歳の 1
年半 (仕上げ工を1年, 設計室を6 ヶ月) 徒弟訓練を受けた
後, 設計 の仕事などを経て , 25歳から技師補を務め る｡ 28
歳 で準会員に選出され て い る｡ 民間 (土木) 技術者協会の準
会員で もある｡
e) そ の他 の中等学校出身者
1904年生まれ の J.F, W . の 場合, S C A 型で , 18歳 で グ ラ
マ ー ･ ス ク ー ル を離学 し , 18-21歳の 3年間 Liverpo oI
Un versity で学び, B. Eng. (Liverpo ol)を取得して い る｡
2 ト23歳の 2年間自動車工場で徒弟訓練を受け, 23歳以降,
研究部門や現場部門を経て , 28歳か ら地域自動車輸送事務
所の技術助手を務める｡ 30歳で準会員試験C 部門に合格し,
31歳で準会員に選出され て い る｡
4) サ ン ドイ ッ チ制教育による免除資格取得型
サ ン ド イ ッ チ制教育で学位等の免除資格を取得した パ タ ー
ン で あ る｡ 初等学校出身者, - イ ヤ ー ･ グ レイ ド ･ ス ク ー ル
出身者, 下級技術学校出身者は該当者がなか っ た｡
d) パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル出身者
1909年生まれ の H. G. M .B. の 場合, S C= A 型で , 14-17歳
の 4年間 Kelly College に在学した後, 19-23歳の 4年間
Royal Technical College, Glasgow で 機械工学を学び ,
B.Sc. (Glasgow)を取得するとともに , サ ン ドイ ッ チ方式
で計2年間の徒弟訓練を受けて いる｡ 23-25歳ま で設計技師
を務めた後, 25歳か ら主任技師の 助手を務める｡ 20歳 で学
生会員, 23歳 で ダ ラ ジ ュ ェ - ト会員選出後, 準会員試験C
部門に合格し, 25歳で準会員に選出され て い る｡
e) その他 の中等学校出身者
1908年生まれ の G.S.B. の 場合, S A C- A 型 で , 16歳 で中
等学校を離学し, 16-17歳の 1年間徒弟訓練を受けた後 ,
17-22歳ま で の 5年間Su nderla nd Technic al Co11ege の サ
ン ド イ ッ チ ･ コ
ー ス で 学び, B.Sc. (Eng,) (London) を取
得するとともに , そ の 間徒弟訓練を2年半受けて い る｡ 22
歳か ら, 徒弟訓練を受けた ダ ー ラ ム の炭鉱の エ ン ジ ン 工場の
現場に入り, 後 に設計技師を務めて い る｡ 22歳 で ダ ラ ジ ュ
エ ー ト会員 に選出され , 24歳で準会員試験C部門に合格し,
27歳で準会員に選出され て い る｡
5) 試験回避型
すで に試験導入後の時期で あるに もかかわ らず, 試験を回
避し, 現場で実績を積み, 33歳を超え てか ら準会員に選出
されて い る パ タ ー ン で あ る｡
a) 初等学校出身者
1893年隼まれの J.J. の 場合, E A/C型で , 13歳 で初等学
校を離学し, (記載はな いが, お そらく1年程度下働きをし)
15-21歳の6年間徒弟訓練を受け, 並行して14-16歳の 2年
間, 技術学校に 通い , 18歳 の 1年間は M u nicipal College
of Techn olog y, M a nchester の 昼間定時制徒弟 コ ー ス (過
1 日) に通 っ て い る｡ 2 ト25歳ま で検査と戸外組み立て 業務
に携わり , 25歳以降, 様 々 な職種を経て , 3革歳か らガ ス ･
オ イ ル エ ン ジ ン 部門の 支配人となり , 41歳 で無試験で準会
員に選出されて い る｡ 熟練工からたたき上げた現場技術者と
思われる｡
b) ハ イヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク - ル 出身者
1898年生まれ の W .B. の 場合, E A/C型で , 15歳 で グ ラ
ス ゴ ー の H igherGr ade Scho ol を離学し, 15-18歳の 3年
間徒弟訓練を受 け, 並行 し て16- 25歳 の 9年F乱 Royal
Te chnic al College, Gla sgo w の 夜間 コ ー ス で 学ん で い る｡
18-20歳ま で海軍の警備艇の機械工を務め (第1次世界大戦
中), 21-26歳ま で技師兼設計技師, そ の後海外で技師補,
研究実験室助手, 設計技師等を務め, 34歳か ら コ ン サ ル タ
ン ト技師の下で上級技師補となり, 36歳で無試験で準会員
に選出され て い る｡
d) パブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者
1888年生まれ の G. D. の 場合, S CA 型 で , 8 -15歳 の8年
間, 準備学校(Preparatory School) と Em anu el Scho ol
で学び, 16- 18歳の 2年間, ポ リ テ ク ニ ッ ク で学んだ後,
19-22歳の 3年間徒弟訓練を受 けて い る｡ 22-24歳ま で主任
試験技[軌 24-26歳まセ設計技師, 26-31歳ま で軍務に就き,
32-36歳ま で技術技師, 36-38歳ま で チ リで主任技術技師,
39-44歳ま で ロ ン ド ン で技術技師, 44歳か ら コ ン サ ル タ ン ト
技師を務め! 46歳で無試験で準会員に選出され て い る｡
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e) そ の他の 中等学校出身者
1899年生まれ の C.A .C . の 場合, S A/C型で , 中等学校を
14歳で離学し, 15-18歳ま で の 3年間と20-23歳ま で の 3年
間の計6年間 (18-20歳の 2年間は軍務で中断) 徒弟訓練を
受け, 並行して15-21歳の 7年間, 夜間学校で学ん で い る｡
23-25歳の 2年間下級設計技師, 25-30歳の 5年間設計技師,
30-33歳の3年間発電所の建設技師補, 33歳から上級建設技
師補を務める｡ 35歳で無試験で準会員に選出され て い る｡
おわ りに
本稿で は, 1935年度選出の機械技術者協会準会員の教育 ･
訓練歴の分析にとどま っ たが , 今後, 前稿で行 っ た同協会の
1905年度選出準会員との比較, 並び に別途進めて い る民間
(土木) 技術者協会会員の 教育 ･ 訓練歴と の比較検討を行い
た い｡
力学, Ⅳ . (a) 初等物理学, 又 は(b) 初等化学の 4科
目か ら構成され , そ の免除資格試験と して , 大学人学
資格試験等とと も に , 中等学校修了資格認定試験や上
級中等学校修了資格認定試験が挙げられ て い る｡
ll) 例えば , 1896年生まれ の P.S.W . の 場合, 1913年 (16
歳) か ら徒弟訓練を開始して 1年後に戦争 へ 駆り出さ
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